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研究成果の概要（和文）：本研究は，太陽フレア時にイオンがどのようにして高エネルギーにまで加速されるか
を調べるため，加速されたイオンが太陽大気中で作る中性子のエネルギー分布や生成量の時間変化を観測するこ
とを目的とする。中性子を測る理由は，太陽地球間の磁場の影響を受けずに直進してくるので，イオンの加速時
の情報を保持しているからである。
この目的の実現のため，加速器実験で使用された粒子飛跡検出装置(SciBar)を，新型太陽中性子望遠鏡(SciCRT)
として活用すべく，メキシコのシェラネグラ山頂(4600 m)に移設した。本科研費では，望遠鏡のデータ収集・解
析系を改良し，高速化して，専用の実時間解析システムの実現に寄与した。

研究成果の概要（英文）：The objective of this research is to investigate the acceleration mechanism 
of high energy ions by Solar flares by observing energy distribution and time profile of neutrons 
produced in the Solar atmosphere. The neutrons are expected to provide a wealth of information about
 the acceleration of ions responsible for production of these neutrons which are unaffected by the 
magnetic field between the Sun and the Earth.
For this purpose, as a new Solar neutron telescope (SciCRT), we had relocated a particle tracking 
detector (SciBar) used earlier in accelerator experiments to the top of the Sierra Negra volcano 
(4600 m) in Mexico. On this budget, improvement of data aquisition boards by speed-up has 
contributed in turning it into a dedicated real-time analysis system.

研究分野： 数理系科学
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速されて地球に降り注ぐ放射線である
線が，そのような高エネルギーまでに，どこ
でどのようにして加速されるかという疑問
は，発見されて以来
太陽フレア時にも，通常の宇宙線より低いエ
ネルギーではあるが，粒子が加速されている
ことがわかっている
細に観測できる唯一の恒星なので，加速機構
の解明のため，
しかし，直接加速されるのは荷電粒子
ン）で，太陽地球間の磁場によって曲げら
散乱されながら地球へやってくるため
時の情報の多くを失ってしまう
陽フレア時に
中で生成する中性子（太陽中性子）
そのエネルギー分布や生成粒子数の時間変
化から，親の
うと考え，
する世界各地の高山で，太陽中性子の観測を
進めてきた
(2) これまでの観測に使用してきた検出装
置は，
子に転換して，その飛跡から，中性子が太陽
方向から入射していることを確認し，物質中
での反跳陽子のエネルギー損失から，入射中
性子のエネルギーを知るというもので
24 時間太陽を監視するために，この
性子望遠鏡」と命名した
山に設置し，国際観測網を作り上げた
(3) しかし，開発当初から，エネルギー分解
能や検出効率といった点について，
にはやや不満があった
表者らは，
ックシンチレーターを井桁状に組み上げて
作り，入射粒子による微弱な発光を多陽極光
電子増倍管にて検出するという，「高感度の
太陽中性子望遠鏡」を提案していた
et al
(4) 高エネルギー加速器研究機構
で生成されたニュートリノを神岡鉱山の検
出装置
うという
ばれる
陽中性子望遠鏡」と類似
こで，日本での実験の後，アメリカのフェル
ミ国立加速器研究所で
たところで，その粒子検出器
アメリカと陸続きで，これまで
性子を観測してきたメキシコのシェラネグ
ラ山（海抜
中性子望遠鏡」として活用，測定を開始した
 
２．研究の目的
(1) 研究の
まり，
エネルギーにまで加速されるかを調べるこ
とである
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